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参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

システム制御 制御 (Systems Control))

機械工学科・5年E組・前期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

大学や専攻科で学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ専攻科で学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ学ぶ，あるいは，企業で学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステする現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステの基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステある状態方程式と出力方程式によるシステと出力方程式によるシステ出力方程式と出力方程式によるシステによるシステ
ム制御 の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステモデリング，システム制御 の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ安定性，可制御性と出力方程式によるシステ可観測性，状態フィードバックについて学ぶ．本講義では，理論の本質を理について学ぶ．本講義では，理論の本質を理学ぶ．本講義では，理論の本質を理本講義で学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステは，理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステの基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ本質を理を理理
解する際の煩雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制する際の煩雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ煩雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制さを理避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制けるために，一入力一出力の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制システム制御 を理対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制と出力方程式によるシステして学ぶ．本講義では，理論の本質を理授業を理行う．本講義では担当教員の機械制う．本講義では，理論の本質を理本講義で学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステは担当教員の機械制の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ機械制
御系設計に関する実務経験を踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う．に関する実務経験を踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う．する実務経験を理踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う．まえて学ぶ．本講義では，理論の本質を理，実務と出力方程式によるシステ関する実務経験を踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う．連する学習項目ではその関連について説明を行う．する学習項である状態方程式と出力方程式によるシステ目で学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステはその基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ関する実務経験を踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う．連する学習項目ではその関連について説明を行う．について学ぶ．本講義では，理論の本質を理説明を行う．を理行う．本講義では担当教員の機械制う．本講義では，理論の本質を理

【A4-M3】システム制御 の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ数式と出力方程式によるシステモデルを状態方程式と出力方程式で表現し，ブを理状態方程式と出力方程式によるシステと出力方程式によるシステ出力方程式と出力方程式によるシステで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ表現し，ブ
ロックについて学ぶ．本講義では，理論の本質を理線図を用いてシステムを図的に表現できる．を理用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステいて学ぶ．本講義では，理論の本質を理システム制御 を理図を用いてシステムを図的に表現できる．的に表現できる．に表現で学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステきる．本講義では，理論の本質を理

状態方程式と出力方程式によるシステと出力方程式によるシステ出力方程式と出力方程式によるシステによるシステム制御 の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ記述・等価変換とブロック線図にと出力方程式によるシステブロックについて学ぶ．本講義では，理論の本質を理線図を用いてシステムを図的に表現できる．に
よる表現の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ項である状態方程式と出力方程式によるシステ目について学ぶ．本講義では，理論の本質を理課題演習および中間試験で評価する．中間試験で学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ評価する．本講義では，理論の本質を理

【A4-M3】状態方程式と出力方程式によるシステで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ表された自由系と出力方程式によるシステ強制系の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ解する際の煩雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制を理求めることがでめること出力方程式によるシステがで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ
き，システム制御 の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ安定性を理理解する際の煩雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制し，安定判別ができる．がで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステきる．本講義では，理論の本質を理

状態方程式と出力方程式によるシステと出力方程式によるシステ出力方程式と出力方程式によるシステで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ表された自由系と出力方程式によるシステ強制系の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ解する際の煩雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制を理計に関する実務経験を踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う．算，安定性と出力方程式によるシステ
安定判別ができる．の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ項である状態方程式と出力方程式によるシステ目について学ぶ．本講義では，理論の本質を理課題演習および中間試験で評価する．中間試験で学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ評価する．本講義では，理論の本質を理

【A4-M3】可制御性と出力方程式によるシステ可観測性の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ意味を理解し，与えられたシステムの可を理理解する際の煩雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制し，与えられたシステムの可えられたシステム制御 の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ可
制御性と出力方程式によるシステ可観測性を理判定すること出力方程式によるシステがで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステきる．本講義では，理論の本質を理

システム制御 の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ可制御性と出力方程式によるシステ可観測性の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ物理的に表現できる．な意味の理解，それぞれの性質の意味を理解し，与えられたシステムの可の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ理解する際の煩雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制，それぞれの基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ性質を理の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ
判別ができる．の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ項である状態方程式と出力方程式によるシステ目について学ぶ．本講義では，理論の本質を理，課題演習および中間試験で評価する．定期試験で学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ評価する．本講義では，理論の本質を理

【A4-M3】システム制御 を理対角形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制式と出力方程式によるシステへ変換できる．対角形式で表現されたシス変換とブロック線図にで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステきる．本講義では，理論の本質を理対角形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制式と出力方程式によるシステで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ表現されたシス
テム制御 と出力方程式によるシステ可制御性，可観測性の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ関する実務経験を踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う．係を理解することができる．を理理解する際の煩雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制すること出力方程式によるシステがで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステきる．本講義では，理論の本質を理

システム制御 の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ対角形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制式と出力方程式によるシステへ変換できる．対角形式で表現されたシスの基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ等価変換とブロック線図に，対角形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制式と出力方程式によるシステの基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステシステム制御 による可制御性，可
観測性の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ判定，伝達関する実務経験を踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う．数の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ計に関する実務経験を踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う．算の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ項である状態方程式と出力方程式によるシステ目について学ぶ．本講義では，理論の本質を理課題演習および中間試験で評価する．定期試験で学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ
評価する．本講義では，理論の本質を理

【A4-M3】状態フィードバックについて学ぶ．本講義では，理論の本質を理と出力方程式によるシステ出力フィードバックについて学ぶ．本講義では，理論の本質を理の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ違いを理解し，極配置いを理理解する際の煩雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制し，極配置
法によるフィードバックゲインを求めることができる．によるフィードバックについて学ぶ．本講義では，理論の本質を理ゲインを理求めることがでめること出力方程式によるシステがで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステきる．本講義では，理論の本質を理

状態フィードバックについて学ぶ．本講義では，理論の本質を理と出力方程式によるシステ出力フィードバックについて学ぶ．本講義では，理論の本質を理の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ違いを理解し，極配置いの基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ理解する際の煩雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制，極配置法によるフィードバックゲインを求めることができる．によるフィー
ドバックについて学ぶ．本講義では，理論の本質を理ゲインの基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ計に関する実務経験を踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う．算の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ項である状態方程式と出力方程式によるシステ目について学ぶ．本講義では，理論の本質を理課題演習および中間試験で評価する．定期試験で学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ評価する．本講義では，理論の本質を理

成績は，試験は，試験70%　レポート講義30%　と出力方程式によるシステして学ぶ．本講義では，理論の本質を理評価する．本講義では，理論の本質を理な意味の理解，それぞれの性質のお，試験成績は，試験は中間試験と出力方程式によるシステ定期試験の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ平均点とし，それをと出力方程式によるシステし，それを理70%で学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ評
価し，レポート講義を理30%と出力方程式によるシステして学ぶ．本講義では，理論の本質を理評価する．本講義では，理論の本質を理総合評価100点とし，それを満点とし，それをで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ60点とし，それを以上を合格とする．を理合格とする．と出力方程式によるシステする．本講義では，理論の本質を理

「システム制御 制御の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ講義と出力方程式によるシステ演習」：中溝 高好，小林 伸明 著中溝 高好，小林 伸明を行う． 著(日新出版)
「線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制システム制御 制御入門」：中溝 高好，小林 伸明 著梶原 宏之 著(コロナ社社)
「システム制御 制御工学演習」：中溝 高好，小林 伸明 著足立 修一 他 著(コロナ社社)
「現代制御論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ」：中溝 高好，小林 伸明 著吉川 恒夫，井村 順一 著(昭晃堂)

応用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ数学(線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制代数，微積分，ラプラス変換とブロック線図に)，自動制御

履修上のの評価方法と基準
注意事項

ベクについて学ぶ．本講義では，理論の本質を理ト講義ルを状態方程式と出力方程式で表現し，ブと出力方程式によるシステ行う．本講義では担当教員の機械制列の演算を中心とした線形代数の知識，ラプラス変換を含む微積分の知識が要求されますので，の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ演算を理中心とした線形代数の知識，ラプラス変換を含む微積分の知識が要求されますので，と出力方程式によるシステした線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制代数の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ知識，ラプラス変換とブロック線図にを理含む微積分の知識が要求されますので，む微積分の知識が要求されますので，微積分の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ知識が要求めることがでされますの基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ，4年生の間の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ間
にこれらの基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ基礎を理固めておいてください．また，自動制御の内容とも関係しますので，この科目も復習しておいてください．めて学ぶ．本講義では，理論の本質を理おいて学ぶ．本講義では，理論の本質を理ください．本講義では，理論の本質を理また，自動制御の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ内容とも関係しますので，この科目も復習しておいてください．と出力方程式によるシステも関係しますので，この科目も復習しておいてください．関する実務経験を踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う．係を理解することができる．しますの基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ，この基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ科目も関係しますので，この科目も復習しておいてください．復習して学ぶ．本講義では，理論の本質を理おいて学ぶ．本講義では，理論の本質を理ください．本講義では，理論の本質を理



授業の計画（システム制御）システム制御）制御）

テーマ 内容（システム制御）目標・準備など）など）

1 イント講義ロダクについて学ぶ．本講義では，理論の本質を理ション システム制御 の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ定義と出力方程式によるシステ分類，制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステの基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ歴史的に表現できる．背景，古典制御と出力方程式によるシステ現代制御の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ手法によるフィードバックゲインを求めることができる．の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ違いを理解し，極配置いを理概説する．本講義では，理論の本質を理

2 システム制御 を理線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制微分方程式と出力方程式によるシステ，伝達関する実務経験を踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う．数，状態方程式と出力方程式によるシステと出力方程式によるシステ出力方程式と出力方程式によるシステで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ表し，相互の関係を説明する．の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ関する実務経験を踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う．係を理解することができる．を理説明を行う．する．本講義では，理論の本質を理

3

4 スカラーと出力方程式によるシステベクについて学ぶ．本講義では，理論の本質を理ト講義ルを状態方程式と出力方程式で表現し，ブの基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ微分方程式と出力方程式によるシステの基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ解する際の煩雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制法によるフィードバックゲインを求めることができる．を理対比させながら，自由系の解を求める方法を説明する．させな意味の理解，それぞれの性質のがら，自由系の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ解する際の煩雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制を理求めることがでめる方法によるフィードバックゲインを求めることができる．を理説明を行う．する．本講義では，理論の本質を理

5 強制系の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ解する際の煩雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制を理求めることがでめる方法によるフィードバックゲインを求めることができる．を理説明を行う．する．本講義では，理論の本質を理

6 状態空間表示と伝達関数表示，インパルス応答と出力方程式によるシステ伝達関する実務経験を踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う．数表示と伝達関数表示，インパルス応答，インパルを状態方程式と出力方程式で表現し，ブス応答 状態方程式と出力方程式によるシステと出力方程式によるシステ出力方程式と出力方程式によるシステから伝達関する実務経験を踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う．数と出力方程式によるシステインパルを状態方程式と出力方程式で表現し，ブス応答を理計に関する実務経験を踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う．算する方法によるフィードバックゲインを求めることができる．について学ぶ．本講義では，理論の本質を理説明を行う．する．本講義では，理論の本質を理

7 システム制御 の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ安定性 システム制御 の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ内部安定性な意味の理解，それぞれの性質のらび中間試験で評価する．に安定判別ができる．の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ方法によるフィードバックゲインを求めることができる．を理説明を行う．する．本講義では，理論の本質を理

8 中間試験

9 システム制御 の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ可制御性と出力方程式によるシステ可制御条件

10 システム制御 の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ可観測性と出力方程式によるシステ可観測条件

11 等価変換とブロック線図にと出力方程式によるシステ可制御性・可観測性 等価変換とブロック線図ににより可制御性・可観測性は保持されることを示す．関連する項目として，ハンケル行列について説明する．可制御性・可観測性は保持されることを示す．関連する項目として，ハンケル行列について説明する．されること出力方程式によるシステを理示と伝達関数表示，インパルス応答す．本講義では，理論の本質を理関する実務経験を踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う．連する学習項目ではその関連について説明を行う．する項である状態方程式と出力方程式によるシステ目と出力方程式によるシステして学ぶ．本講義では，理論の本質を理，ハンケルを状態方程式と出力方程式で表現し，ブ行う．本講義では担当教員の機械制列の演算を中心とした線形代数の知識，ラプラス変換を含む微積分の知識が要求されますので，について学ぶ．本講義では，理論の本質を理説明を行う．する．本講義では，理論の本質を理

12 対角形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制式と出力方程式によるシステ・伝達関する実務経験を踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う．数と出力方程式によるシステ可制御性・可観測性

13 可制御正準形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制と出力方程式によるシステ状態フィードバックについて学ぶ．本講義では，理論の本質を理 可制御正準形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制と出力方程式によるシステ状態フィードバックについて学ぶ．本講義では，理論の本質を理について学ぶ．本講義では，理論の本質を理説明を行う．し，閉ループシステムの状態方程式と出力方程式を導出する．ルを状態方程式と出力方程式で表現し，ブープシステム制御 の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ状態方程式と出力方程式によるシステと出力方程式によるシステ出力方程式と出力方程式によるシステを理導出する．本講義では，理論の本質を理

14 極配置による制御系設計に関する実務経験を踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う． 状態フィードバックについて学ぶ．本講義では，理論の本質を理によって学ぶ．本講義では，理論の本質を理閉ループシステムの状態方程式と出力方程式を導出する．ルを状態方程式と出力方程式で表現し，ブープシステム制御 の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ極を理任意の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ値に配置する極配置法について説明する．に配置する極配置法によるフィードバックゲインを求めることができる．について学ぶ．本講義では，理論の本質を理説明を行う．する．本講義では，理論の本質を理

15 まと出力方程式によるシステめ この基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ科目の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステまと出力方程式によるシステめを理行う．本講義では担当教員の機械制う．本講義では，理論の本質を理
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システム制御 の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステモデリング1

システム制御 の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステモデリング2
状態方程式と出力方程式によるシステと出力方程式によるシステ出力方程式と出力方程式によるシステで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ表されたシステム制御 を理図を用いてシステムを図的に表現できる．的に表現できる．に表現するブロックについて学ぶ．本講義では，理論の本質を理線図を用いてシステムを図的に表現できる．を理説明を行う．する．本講義では，理論の本質を理状態方程式と出力方程式によるシステと出力方程式によるシステ出力方程式と出力方程式によるシステの基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ座標変換とブロック線図に
を理行う．本講義では担当教員の機械制う等価変換とブロック線図にについて学ぶ．本講義では，理論の本質を理も関係しますので，この科目も復習しておいてください．説明を行う．する．本講義では，理論の本質を理

解する際の煩雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ記述1

解する際の煩雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ記述2

1～7週目まで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステの基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ理解する際の煩雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制度シラバスを理確認するために中間試験を実施する．するために中間試験を理実施する．する．本講義では，理論の本質を理

システム制御 の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ可制御性の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ定義を理説明を行う．し，その基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ定義に基づいて学ぶ．本講義では，理論の本質を理システム制御 が可制御で学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステあるための基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ必要十分条件を理導出する．本講義では，理論の本質を理可制御行う．本講義では担当教員の機械制
列の演算を中心とした線形代数の知識，ラプラス変換を含む微積分の知識が要求されますので，を理定義して学ぶ．本講義では，理論の本質を理，システム制御 が可制御で学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステあるための基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ条件を理導く．本講義では，理論の本質を理

システム制御 の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ可観測性の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ定義を理説明を行う．し，定義に基づいて学ぶ．本講義では，理論の本質を理システム制御 の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ可観測性の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステための基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ必要十分条件を理導出する．本講義では，理論の本質を理可観測行う．本講義では担当教員の機械制列の演算を中心とした線形代数の知識，ラプラス変換を含む微積分の知識が要求されますので，を理定
義して学ぶ．本講義では，理論の本質を理，システム制御 が可観測で学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステあるための基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ条件を理導く．本講義では，理論の本質を理

状態方程式と出力方程式によるシステと出力方程式によるシステ出力方程式と出力方程式によるシステを理対角形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制式と出力方程式によるシステに等価変換とブロック線図にする方法によるフィードバックゲインを求めることができる．を理説明を行う．する．本講義では，理論の本質を理また，対角形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制式と出力方程式によるシステの基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステシステム制御 から可制御性，可観測性を理判
別ができる．する条件を理導出し，伝達関する実務経験を踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う．数と出力方程式によるシステの基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ関する実務経験を踏まえて，実務と関連する学習項目ではその関連について説明を行う．係を理解することができる．を理説明を行う．する．本講義では，理論の本質を理

備など）
考

前期中間試験および中間試験で評価する．前期定期試験を理実施する．する．本講義では，理論の本質を理
本科目の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ修得には，には，30 時間の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ授業の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ受講と出力方程式によるシステ 60 時間の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ事前・事後の自己学習が必要である．この科目の履修にあたっては，事前学習としてあらかじめアップロードされたの基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ自己学習が必要で学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステある．本講義では，理論の本質を理この基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ科目の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ履修にあたって学ぶ．本講義では，理論の本質を理は，事前学習と出力方程式によるシステして学ぶ．本講義では，理論の本質を理あらかじめアップロードされたWebテ
キスト講義を理授業まで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステに読んで，授業の項目の要点を押さえておいてください．授業後に課題プリントを配布しますので，事後学習として課題の問題を解答して理解を深めるようにしてくんで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ，授業の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ項である状態方程式と出力方程式によるシステ目の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ要点とし，それをを理押さえておいてください．授業後に課題プリントを配布しますので，事後学習として課題の問題を解答して理解を深めるようにしてくさえて学ぶ．本講義では，理論の本質を理おいて学ぶ．本講義では，理論の本質を理ください．本講義では，理論の本質を理授業後の自己学習が必要である．この科目の履修にあたっては，事前学習としてあらかじめアップロードされたに課題プリント講義を理配布しますので，事後学習として課題の問題を解答して理解を深めるようにしてくしますの基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ，事後の自己学習が必要である．この科目の履修にあたっては，事前学習としてあらかじめアップロードされた学習と出力方程式によるシステして学ぶ．本講義では，理論の本質を理課題の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ問題を理解する際の煩雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制答して学ぶ．本講義では，理論の本質を理理解する際の煩雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制を理深めるようにしてくめるようにして学ぶ．本講義では，理論の本質を理く
ださい．本講義では，理論の本質を理な意味の理解，それぞれの性質のお，状況によっては再試験を実施することがあります．また，新型コロナウィルス感染防止のため登校が禁止となった場合は，登校禁止が解除されるまで試験を実施しないによって学ぶ．本講義では，理論の本質を理は再試験を理実施する．すること出力方程式によるシステがあり可制御性・可観測性は保持されることを示す．関連する項目として，ハンケル行列について説明する．ます．本講義では，理論の本質を理また，新型コロナウィルス感染防止のため登校が禁止となった場合は，登校禁止が解除されるまで試験を実施しないコロナ社ウィルを状態方程式と出力方程式で表現し，ブス感染防止のため登校が禁止となった場合は，登校禁止が解除されるまで試験を実施しないの基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステため登校が禁止のため登校が禁止となった場合は，登校禁止が解除されるまで試験を実施しないと出力方程式によるシステな意味の理解，それぞれの性質のった場合は，登校禁止のため登校が禁止となった場合は，登校禁止が解除されるまで試験を実施しないが解する際の煩雑さを避けるために，一入力一出力の線形システムを対象として授業を行う．本講義では担当教員の機械制除されるまで試験を実施しないされるまで学ぶ，あるいは，企業で使用する現代制御理論の基礎事項である状態方程式と出力方程式によるシステ試験を理実施する．しな意味の理解，それぞれの性質のい
こと出力方程式によるシステがあり可制御性・可観測性は保持されることを示す．関連する項目として，ハンケル行列について説明する．ます．本講義では，理論の本質を理
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